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西
暦

で
き
ご
と

１
9
４
１
●

真
珠
湾
攻
撃
／
米
英
に
宣
戦
布
告
（
12
月
）

１
9
４
２
●

飛
行
場
建
設
候
補
地
の
一
つ
と
な
る

１
９
４
３
●

大
浜
飛
行
場
建
設
決
定　

（
昭
和
18
年
）

９
月
20
日
ま
で
の
立
ち
退
き
命
令

１
９
４
４
●

大
浜
飛
行
場
一
部
完
成
（
３
月
）　

（
昭
和
19
年
）

少
年
飛
行
生
１
２
０
人
入
隊
（
４
月
初
）

開
隊
記
念
式
典
（
５
月
14
日
）

特
別
幹
部
候
補
生
１
２
０
人
入
隊
（
８
月
）

１
９
４
５
●

教
育
隊
廃
止
、
錬
成
飛
行
隊
に
改
編
（
４
月
）

（
昭
和
20
年
）

米
軍
Ｂ 

29
に
よ
る
空
襲
（
５
月
10
日
）

米
軍
艦
載
機
に
よ
る
空
襲
（
５
月
13
日
）

錬
成
隊
、
米
子
に
一
転
（
５
月
）

戦
闘
集
団
の
配
当
飛
行
場
と
な
る
（
５
月
）

練
習
特
攻
機
の
中
継
基
地
と
な
る
（
７
月
）

中
等
練
習
機
が
民
家
に
墜
落
（
７
月
29
日
）

敗
戦
・
終
戦
（
８
月
15
日
）

１
９
４
６
●

飛
行
場
跡
地
に
玉
名
開
拓
団
入
植
開
始030303

滑
走
路

滑走路

大浜飛行場大浜飛行場 昭和 19年３月一部完成
昭和 20年５月空襲被害大浜飛行場

三ノ岳を背に飛ぶ陸軍四式基本練習機三ノ岳を背に飛ぶ陸軍四式基本練習機

兵舎などの建物

昭和20年５月　
　２度にわたる空襲

陸軍飛行学校玉名教育隊隊員たち。昭和 19年末に入校し陸軍飛行学校玉名教育隊隊員たち。昭和 19年末に入校し
た特別幹部候補操縦生の訓練風景で、訓練終了後に兵舎また特別幹部候補操縦生の訓練風景で、訓練終了後に兵舎ま
で駆け足で戻る場面。ここで４カ月の訓練を受けた後、米で駆け足で戻る場面。ここで４カ月の訓練を受けた後、米
子飛行場で特攻訓練を受けました（背後は伊倉台地）。子飛行場で特攻訓練を受けました（背後は伊倉台地）。

昭和 年

今も残る飛行場今も残る飛行場
の痕跡を紹介しの痕跡を紹介し
た解説シートをた解説シートを
歴史博物館で配歴史博物館で配
布しています。布しています。

玉
名
平
野
に
１
年
数
カ
月
存
在
し
た

玉
名
平
野
に
１
年
数
カ
月
存
在
し
た

大
浜
（
玉
名
）
飛
行
場
。

大
浜
（
玉
名
）
飛
行
場
。

そ
の
存
在
は
、
戦
時
中
の
玉
名
の

そ
の
存
在
は
、
戦
時
中
の
玉
名
の

人
た
ち
の
暮
ら
し
と
そ
の
後
に
、

人
た
ち
の
暮
ら
し
と
そ
の
後
に
、

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

終
戦
の
８
月
、
戦
争
と
平
和
を

終
戦
の
８
月
、
戦
争
と
平
和
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
浜
飛
行
場

玉
名
の
戦
争
を
伝
え
る

法光寺（天水町野部田）に残された日の丸の寄せ書き。
昭和 20年５月の空襲後、大浜飛行場に移駐してきた第
90・91振武隊（特攻隊）などの搭乗員は法光寺に寄宿、
そこで終戦の日を迎えました。

　
昭
和
19
年
５
月
14
日
、
開
隊
記
念

式
典
を
挙
行
。
式
典
中
に
は
、
搭
乗

員
２
名
が
死
亡
す
る
不
幸
な
墜
落
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
玉
名
教
育
隊

に
は
操
縦
指
導
員
の
ほ
か
本
部
の
将

校
や
事
務
員
、整
備
班
、医
療
や
炊
事
、

被
服
な
ど
多
様
な
職
種
の
人
々
が
い

て
、
地
元
玉
名
の
人
々
も
直
接
関
わ

り
ま
し
た
。

　
当
初
、
滑
走
路
工
事
の
遅
れ
か
ら

離
着
陸
距
離
が
短
く
て
す
む
複
葉
の

練
習
機
を
使
用
し
、
よ
り
実
践
的
な

機
体
で
の
訓
練
へ
と
移
っ
て
い
き
ま

し
た
。
４
カ
月
に
わ
た
る
訓
練
を
終

え
た
少
年
飛
行
兵
は
７
月
に
卒
業
、

８
月
に
は
入
れ
替
わ
り
で
陸
軍
特
別

幹
部
候
補
生
操
縦
第
１
期
生
が
入
隊

し
新
た
な
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　　
玉
名
に
飛
行
場
建
設
が
予
定
さ
れ

た
の
は
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
昭

和
17
年
の
春
。
当
初
、
大
浜
町
北
側

の
水
田
地
帯
と
磯
鍋
の
大
正
開
（
現

岱
明
町
）
が
候
補
地
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
翌
昭
和
18
年
に
は
大
浜
小
学

校
に
建
設
予
定
地
の
地
主
約
３
百
人

が
集
め
ら
れ
、
陸
軍
か
ら
の
一
方
的

な
説
明
の
上
、
９
月
20
日
ま
で
の
立

ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
18
年
９
月
、当
時
の
大
浜
町
、

豊
水
村
、
横
島
村
に
ま
た
が
る
水
田

地
帯
２
５
０
㌶
を
埋
め
立
て
、
一
辺

１・５
㌔
の
広
さ
の
飛
行
場
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た
。
建
設
作
業
に
従
事

し
た
の
は
、
玉
名
郡
内
の
大
工
は
も

と
よ
り
、
鹿
児
島
の
大
工
や
朝
鮮
人

労
働
者
、
勤
労
動
員
に
よ
る
多
く
の

学
生
、
地
域
住
民
で
す
。

　
昭
和
19
年
３
月
に
な
る
と
施
設
の

一
部
が
完
成
し
、
４
月
に
は
10
代
後

半
の
少
年
飛
行
兵
１
２
０
人
を
迎

え
ま
す
。
飛
行
場
建
設
と
並
行
し
な

が
ら
、
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
学
校
の
分

校
「
玉
名
教
育
隊
」
と
し
て
飛
行
兵

の
養
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
田
地
帯
が
飛
行
場
に

飛
行
兵
育
成
の
た
め
の
飛
行
場

大浜飛行場を飛んでいた２人乗りの陸軍
四式基本練習機「ユングマン」（愛称「赤
とんぼ」）の模型。

　
戦
況
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
20
年

２
月
に
は
陸
軍
飛
行
学
校
の
ほ
と
ん

ど
が
廃
校
と
な
り
、
玉
名
教
育
隊
は

錬
成
部
隊
で
あ
る
空
５
４
２
部
隊
へ

と
改
編
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
沖
縄
で
し
烈
な
戦
闘
が
行

わ
れ
て
い
た
昭
和
20
年
５
月
10
日
と

13
日
、
九
州
各
地
で
大
規
模
な
空

襲
が
あ
り
、
大
浜
飛
行
場
も
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
10
日
午
前

７
時
50
分
の
空
襲
で
は
Ｂ
29
戦
略
爆

撃
機
２
機
か
ら
２
５
０
㌔
爆
弾
20
発

が
落
と
さ
れ
、
本
部
や
車
庫
な
ど
が

全
壊
。
民
家
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
滑
走
路
や
建
物
が
爆

撃
さ
れ
軍
人
・
軍
属
５
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
13
日
午
前
７
時

35
分
、
米
空
母
２
艦
か
ら
の
艦
載
機

59
機
に
よ
る
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

１
４
２
発
の
小
型
爆
弾
と
機
銃
掃
射

で
格
納
庫
な
ど
飛
行
場
の
建
物
は
完

全
に
破
壊
さ
れ
て
訓
練
は
継
続
困
難

と
な
り
、
錬
成
隊
は
鳥
取
（
米
子
）

飛
行
場
へ
移
駐
し
、
特
攻
訓
練
を
継

続
す
る
こ
と
に
。

　
こ
の
５
月
13
日
の
空
襲
で
は
飛
行

場
に
隣
接
す
る
大
浜
町
の
民
家
や
役

場
に
も
爆
弾
等
が
落
ち
、
民
間
人
12

人
が
亡
く
な
り
、
十
数
戸
が
焼
失
。

多
大
な
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
錬
成
部
隊
が
米
子
へ
と
移
っ
た
後

は
、
県
内
９
カ
所
の
飛
行
場
に
実
戦

機
・
特
攻
機
多
数
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
空
襲
で
格
納
庫
な
ど
が
使
え
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
飛
行
場
東
側

の
野
部
田
地
区
に
飛
行
機
を
隠
す
掩え

ん

体た
い

壕ご
う

を
十
数
基
造
り
、
搭
乗
員
は
法

光
寺
（
野
部
田
）
に
寄
宿
。
整
備
員

は
付
近
の
住
宅
に
、
警
備
要
員
は
天

水
・
大
園
に
急
造
し
た
兵
舎
に
分
散

し
、
滑
走
路
は
現
在
の
県
道
玉
名
小

天
線
の
直
線
部
分
を
臨
時
的
に
利
用

し
ま
し
た
。
そ
の
後
特
攻
隊
の
中
継

基
地
と
し
て
た
び
た
び
利
用
さ
れ
、

７
月
末
の
振
武
隊
の
移
駐
時
に
は
夜

間
の
着
陸
に
失
敗
、
民
家
に
墜
落
し

て
幼
児
が
亡
く
な
る
痛
ま
し
い
事
故

も
起
き
ま
し
た
。
終
戦
後
、
飛
行
場

跡
地
は
農
地
と
し
て
復
員
者
に
払
い

下
げ
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

戦
況
の
悪
化
、
２
度
の
空
襲

飛
行
場
の
終
し
ゅ
う

焉え
ん

、
そ
し
て
ー

この写真は航空写真（平成 19年撮影）の大浜飛行場跡地部分に飛行場模型を合成したものです。
飛行場は昭和 18年９月、現在の大浜町、北牟田、横島町大園の水田地帯を埋め立てて建設が始まりました。
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6
月
23
日
に
、
県
立
大
学
の
学
生

チ
ー
ム
が
大
浜
町
内
を
歩
い
て
町
の

成
り
立
ち
や
暮
ら
し
の
変
化
を
調
査

し
ま
し
た
。
か
つ
て
大
浜
飛
行
場
が

あ
っ
た
場
所
（
旭
町
公
民
館
）
で
は
、

当
時
を
知
る
田
邉
さ
ん
、
大
西
さ
ん

か
ら
そ
の
頃
の
体
験
や
飛
行
場
の
様

子
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
ち
歩
き
の
結
果
は
、
今
月

号
か
ら
連
載
が

始
ま
っ
た
「
た

ま
ら
ん
セ
レ
ク

ト
」
の
９
月
号

掲
載
分
で
お
伝

え
し
ま
す
。

学び、伝えよう 平和の尊さ学び、伝えよう 平和の尊さ

戦時下戦時下のの暮らし暮らし

記
録
を

記
録
を
紡紡つ
む
つ
む

ぐぐ

戦
禍
の
記

戦
禍
の
記
憶憶を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
中
核
的
な

立
場
を
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、

熊
本
に
戦
争
と
平
和
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
ピ
ー
ス
く
ま
も
と
」
の
設
立
を

目
指
す
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
戦
後
70
年
以
上
が
経
過
し
、
戦
争

体
験
者
の
証
言
を
聞
く
機
会
は
急
速

に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
正
確

に
記
録
し
、 

残
さ
れ
た
戦
争
遺
跡
に

そ
の
証
言
を
重
ね
『
戦
争
遺
産
』
と

し
て
保
存
に
努
め
、
未
来
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぎ
、

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
に

戦
時
に
生
ま
れ
て

　
　
　
　

父
を
知
ら
な
い

　
平
成
17
年
5
月
に
「
玉
名
荒
尾
の

戦
争
遺
跡
を
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
て
活
動
を
始
め
、
平
成
26

年
8
月
に
組
織
拡
大
し
て
「
く
ま
も

と
戦
争
遺
跡
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
新
た
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
熊
本
県
内
に
所
在
す

る
「
戦
争
遺
跡
」
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
記
録
保
存
や
検
証
、
地
域
の
文

化
遺
産
と
し
て
の
価
値
付
け
、
後
世

に
「
戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぎ
、
平

和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
」
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争

遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連

絡
会
議
と
の
連
携
で
、
活
動
の
幅
を

全
国
に
も
拡
げ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
熊
本
県
内
の
戦
争
遺
跡

の
保
存
活
動
、
平
和
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
と
の
情
報
交
換
会

「
戦
争
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
く
ま
も
と
」

く
ま
も
と
戦
争
遺
跡
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

くまもと戦争遺跡・文化遺産くまもと戦争遺跡・文化遺産
ネットワーク代表ネットワーク代表  

髙髙
たかたか

谷谷
たにたに

和和
かずかず

生生
おお

さんさん（63 歳 , 立願寺）（63 歳 , 立願寺）

大浜町（瀬戸町）生まれ大浜町（瀬戸町）生まれ

中中
なかなか

嶋嶋
しましま

征征
せいせい

子子
ここ

さんさん（73 歳 ,中尾）（73 歳 ,中尾）

大浜町の歴史と文化を伝承する会大浜町の歴史と文化を伝承する会

田田
たた

邉邉
なべなべ

達達
たつたつ

夫夫
おお

さんさん（88 歳 , 大浜町）（88 歳 , 大浜町）

大浜町の歴史と文化を伝承する会大浜町の歴史と文化を伝承する会

大大
おおおお

西西
にしにし

一一
かずかず

則則
のりのり

さんさん（87 歳 , 大浜町）（87 歳 , 大浜町）

問総合福祉課（☎75・1121）

残された戦争遺跡
や戦時資料等から
戦争の実相を感じ
取り、平和の大切
さを考えて欲しい
と思います。

空襲の際は防空壕
へ逃げ込みました

「くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク」のホームページでは、活
動記録やイベント案内のほか、刊行物などが詳しく紹介されています。

高瀬高等女学校の女学
生、振武隊員と法光寺
の人々（②図録より）

　玉名から戦地へと出征した方々の記録や、戦時下の困難な　玉名から戦地へと出征した方々の記録や、戦時下の困難な
状況で暮らしてきた人々の証言・体験談はまちの歴史を記録状況で暮らしてきた人々の証言・体験談はまちの歴史を記録
した『岱明町史』や『天水町史』などで読むことができます。した『岱明町史』や『天水町史』などで読むことができます。
　また、歴史博物館こころピアでは定期的に戦時下の玉名の　また、歴史博物館こころピアでは定期的に戦時下の玉名の
様子を伝える企画展を開催してきました。遺品や当時の写真様子を伝える企画展を開催してきました。遺品や当時の写真
など、戦争資料をまとめた図録を刊行しています（販売中）。など、戦争資料をまとめた図録を刊行しています（販売中）。
①『昭和 20年の玉名展―終戦から 50年』平成７年発行①『昭和 20年の玉名展―終戦から 50年』平成７年発行
②『戦後 70年―戦時下の記録』平成 27年発行②『戦後 70年―戦時下の記録』平成 27年発行

声声・写真・写真玉名市民玉名市民のの
をを伝伝えるえる

左下はくまもと戦争遺左下はくまもと戦争遺
跡・文化遺産ネット跡・文化遺産ネット
ワーク発行の「大浜飛ワーク発行の「大浜飛
行場」リーフレット行場」リーフレット

▲▲

※「大浜飛行場」リーフレットは文化課窓口で配布しています（問75・1136）。 ※慰霊祭の日程は毎年『広報たまな』４月号でお知らせします。

大
浜
町
を
歩
き
、学
び
、伝
え
る

県
立
大
学
津
曲
研
究
室 くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワークくまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク

　　　　　　戸戸
とと

嵜嵜
さきさき

孝孝
たかたか

行行
ゆきゆき

さんさん（67 歳 , 大浜町）（67 歳 , 大浜町）

地元有明中学校の
生徒さんへの出前
講座など、大浜飛
行場のことを知っ
てもらう啓発活動
も行っています。

浜
町
の
古
老
に
は
「
戦
時
中
の
奇
跡

的
で
き
ご
と
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て

い
ま
す
。
助
け
て
も
ら
っ
た
警
察
官

と
は
中
学
生
の
時
に
再
会
で
き
、
そ

の
後
な
が
く
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

　
大
浜
町
の
人
々
は
、
飛
行
場
建
設

に
よ
っ
て
家
や
田
畑
を
手
放
す
こ
と

に
な
り
、
将
来
の
生
活
に
大
き
な
不

安
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
飛
行

場
が
す
ぐ
側
に
あ
っ
た
が
た
め
に
、

空
襲
を
受
け
て
人
が
亡
く
な
り
、
建

物
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
夫

を
戦
争
で
亡
く
し
た
お
母
さ
ん
や
上

の
兄
姉
は
働
き
通
し
で
苦
労
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
飛

行
場
が
な
け
れ
ば
、
一
家
の
そ
の
後

は
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
二
度
と
無
い
よ
う

に
、
大
浜
の
町
に
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
と
話
す
征
子
さ
ん
は
、

数
年
前
か
ら
有
明
中
学
校
の
生
徒
に

体
験
談
を
語
り
、
若
い
世
代
に
平
和

へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
中な

か

嶋し
ま

征せ
い

子こ

（
旧
姓
戸と

嵜さ
き
）
さ
ん
は
、

昭
和
20
年
大
浜
町
生
ま
れ
。
で
す
が
、

前
年
す
で
に
出
征
し
て
い
た
父
は
米

軍
の
攻
撃
で
船
が
沈
没
、
戦
死
し
て

い
ま
し
た
。
大
浜
町
民
12
人
の
犠
牲

を
出
し
た
５
月
13
日
の
空
襲
で
は
自

宅
が
爆
撃
を
受
け
、
生
後
25
日
目
の

征
子
さ
ん
は
倒
壊
し
た
家
屋
の
が
れ

き
の
下
敷
き
に
。
被
害
状
況
を
確

認
に
出
た
警
察
官
が
か
す
か
な
音

（
声
）
に
気
づ
き
、保
護
さ
れ
ま
し
た
。

重
さ
数
10
㌔
は
あ
る
縁
側
の
庭
石
が

３
軒
先
の
家
の
玄
関
先
ま
で
飛
ば
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
の

爆
風
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ

ガ
だ
け
で
助
か
り
ま
し
た
。
惨
事
の

中
で
の
征
子
さ
ん
の
救
出
劇
は
、
大

　
田
邉
さ
ん
が
中
学
生
の
頃
は
、
大

浜
飛
行
場
が
建
設
中
で
し
た
。
勤
労

奉
仕
で
、
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
飛
行

場
建
設
に
従
事
。「
だ
い
ぶ
ん
鍛
わ

れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
大
西
さ
ん
は
整
備
要
員
と
し
て
２

期
生
で
入
り
ま
し
た
。
空
襲
の
た
め

す
ぐ
に
米
子
へ
と
移
動
す
る
こ
と
に

な
る
も
、
２
カ
月
で
終
戦
。
終
戦
の

混
乱
に
よ
る
デ
マ
な
ど
で
、
玉
名

に「
帰
っ
て
く
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

そ
う
で
す
。「
違
う
仕
事
に
つ
い
て
い

れ
ば
人
生
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
」

と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

平
和
と
命
の
尊
さ
を
次
の
世
代
へ

平
和
と
命
の
尊
さ
を
次
の
世
代
へ

　毎年 4月下旬、玉名市戦没者合同慰霊　毎年 4月下旬、玉名市戦没者合同慰霊
祭が玉名市民会館で執り行われます。今祭が玉名市民会館で執り行われます。今
年は４月 26日、戦没者遺族など約 350年は４月 26日、戦没者遺族など約 350
人が参列。今日の平和と繁栄の礎となら人が参列。今日の平和と繁栄の礎となら
れた戦没者の尊い犠牲に思いをいたしなれた戦没者の尊い犠牲に思いをいたしな
がら、各校区の遺族会代表、参加者が次々がら、各校区の遺族会代表、参加者が次々
と祭壇に献花しました。と祭壇に献花しました。
　戦後 70数年が経つなかで、平和の尊　戦後 70数年が経つなかで、平和の尊
さ、戦争の悲惨さを忘れず、国のためにさ、戦争の悲惨さを忘れず、国のために
亡くなった方々に哀悼の意を表するため亡くなった方々に哀悼の意を表するため
の慰霊祭です。の慰霊祭です。


